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山頂で憩う元気なメンバー達

        宿泊先のトヨタ車体蓼科山荘では、到着するやいな

や鄭重なるおもてなしを受け、大感激をするうちに、おいしい食事と

歓談に時間の経つのも忘れ、楽しい一夜をすごすことができました。

多くの方々のサポートを感謝し、安全登山を祈って筆をおきます。

尖った穂先が確認できた。南へ目を移すと乗鞍・御岳・中央アルプスの

山々更に南東に甲斐駒・北岳・間ノ岳など南アルプスがつづいている。

東には八ヶ岳の主峰赤岳をはじめ、天狗・硫黄岳などが残雪の衣をまと

っていた。

下山途中七つ池へもピストンしてみたが、池面はところどころ融けてい

たが、大半は雪に覆われていて、小鳥のさえずりも聞かれず静かな佇ま

      毎年、５月恒例となった、残雪を訪ねる山旅も今年は８人。２台の車に分乗し、一路北八ヶ岳へ

と向かう。途中２回、ＳＡで小休止と運転を交代し、北八ヶ岳ロープウェー駅に到着てみると、既に観光客の

車が上の駐車場にはぎっしりであった。入念な準備体操の後ロープウェーで７分坪庭まで上がる。とそこは標

高 2233m。晴天、気温１２℃、風も無し、のんびりと坪庭を巡る観光客と別れて、雪道に入るとすぐに北横岳

のきつい登りにかかる。汗をかかない程度のゆっくりペース、ピッチ３６でゆく。雪道ではあるが、表面は柔

らかく歩きやすいので、しばらくはアイゼンなしで登る。途中降りてくる人の背中に年代を感じさせる大きな

しょいこのお兄さんと出会った。ひと声交わした後で、一首浮かんだ『下りくる、ごうりきの背に、空しょい

こ、その大きさに、昔しのばる』。ほどなくして、北横岳ヒュッテに到着し、ここでアイゼンを付ける。１０

本爪の本格的なアイゼンの人が多い。『装着に時間のかかる本格派、アイゼン付けるにもどかしくあり』。『苦

労してアイゼンなしで雪の道、付けたらなんと、すぐに頂上』2480m の北横の頂上に着いたら素晴らしい眺め

が待っていた。頂上は雪のない地肌が約１０ｍ四方あり、周りには立ち枯れの樅の木にまじって、這い松が茂

り、適当な石と木陰が有り休むには良い場所であった。持参のお湯でコーヒーを入れ大休止をとった。北に先

月登った浅間山の隣の黒斑山、西に一昨年登った蓼科山、その向こうに穂高連峰が白く輝いている。槍も黒く
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